
Medical and Pharmaceutical Society for WAKAN-YAKU

NII-Electronic Library Service

Medioal 　and 　Pharmaoeutioal 　Sooiety 　for 　WAKAN −YAKU

所属 ・職名 砺波サ ン シ ャ イ ン 病院 ・ 副院長

じフ　 ワ　 ガ　 ナ

氏　　　名 竺
コ

英
湧

原
タ

田 生年月 日　昭和47年 1月 8 日

題 目 ア レ ルギー 性 3相性皮膚反応と川苛の抑制効果

　 こ れ ま で ア ト ピー
性皮膚炎の モ デ ル と して ，マ ウ ス に お ける 2相性皮膚反応 に関す る様々 な報告

が な さ れ て きた。我 々 は この 2相性反応の 後に 3相 目の 皮膚反応 を見い 出し
， さらに 漢方方剤の 作

用 に つ い て検討を行 っ た 。

【方法】 1）マ ウ ス に 抗 DNP モ ノ ク ロ
ー

ナ ル IgE抗体を静脈内投与 して受動感作 ，
ま た は DNP −

OVA ＋ Alum で能動感f乍し，DNFB をマ ウ ス の 耳介 に 塗布 して 反応 を惹起する系で 種 々 の 検 討を

行 っ た 。 2 ）同様の 実験系を用 い て，漢方方剤の 抑制効果を検討 した。各方剤，試料は抗原塗布 2

時間前と 2 −6 日目に 経口投与 し，抑制効果を検討した。

【結果】 1）感作 BALB ／c マ ウ ス の 耳介 に 抗原を塗 布す る と，2 相性反 応 （immediate　Phase

Response ；IPR お よ び Late　Phase　Response ；LPR ）の 後 8 日目を ピー
ク とす る 3 相目の 強い 耳

介腫脹が観察された （very 　Late　Phase　Response ；vLPR ）。 8 日 目の 耳介を病理組織学的 に 検討

したと こ ろ，著明な好酸球の浸潤を認 め た、WBB6F1 −W ／Wv と BALB ／c −nu ／nu マ ウ ス で同様に反

応を惹起 した結果，WBB6F1 −W ／Wv で vLPR は減弱し，　 BALB ／c−nu ／nu マ ウ ス で は消失し た。

2 ） こ の 3相性皮膚反応 に対す る漢方方剤 の 抑制効果を検 討 した結果，四物湯は 特に LPR と

vLPR を抑制 した 。 4 っ の 構成生薬の 3相性皮膚反応 に及ぼ す作用 に つ い て 検討 したと こ ろ ，乾地

黄と川苒が 1．PR と vLPR を有意 に 抑制 した 。 さ ら に 川苒の 分画成分 の 中で、　Fraction　2 と 5 に つ

い て 抑制効果を検討 した 結果 ，Fraction　5 に LPR と vLPR の 抑制効果を認め た 。
　Fraction　5 に含

まれる成分の うち、8種類の 化合物に つ い て検討 した と こ ろ ，cnidilide と neocnidilide に 強 い 抑制

活性を認めた 。

【考察お よ び結論】 1） マ ウ ス に おける 3相性皮膚反応の 存在を明 らか に した 。 こ の 第 3相目の 反

応 （vLPR ）は著
：

明な好酸球浸潤を伴い ，丁細胞依存性か つ lgE一肥満細胞 に 部分的 に依存性を示 し

た 。 2） 3相性皮膚反応 に 対す る漢方方剤の 効果を明らか に し， 中で も第 3相目を抑制 した 四物湯

の 構成生薬の 中で ，川苒が強 い 抗 ア レ ル ギー活性 を 有 し，そ の 活性本体は cnidilide で あ っ た 。
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